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別紙様式第５－１号 

                                                        （日本産業規格Ａ列４番） 

編 修 趣 意 書 

（教育基本法との対照表） 

  

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-25 高等学校 数学 数学 A  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 

記号・番号 
※教 科 書 名 

2 東書 
数 A 002-905 

数 A 002-906 

改訂版 新数学 A 

改訂版 新数学 A 解答編 

 

１．編修の基本方針 

 数学は，科学の言葉，世界共通の言語であり，グローバル化する現代社会では，自然科学に限らず，

社会科学や人文科学などあらゆる場面において活用されています。数学を学ぶことは，単に計算や証明

ができるようになることだけでなく，論理的な思考力や，客観的，論理的に物事を説明する力を伸ばす

など，他教科の学習や日常生活においても必要とされる力を養うことでもあります。国際化，情報化，

科学技術の発展がより一層進むと考えられるこれからの社会において，これらの変化に対応するために

生徒が自ら思考，判断，表現する力を育成することは大変重要です。また，主体性や協働性などを身に

付けることも大切であり，数学の学習はその基幹の一つに位置付くと考えます。 

 本教科書は，教育基本法の目的および理念を踏まえ，生徒が，数学の学習を通して上に示すような力

を身に付けられるよう，次の５つのことを目指して編修しました。 

① 数学的活動を軸とした学習展開を行い，数学に興味･関心をもち，主体的，意欲的に学習しようとす

る態度を身に付けることができるようにする。 

② 基礎的な知識，技能の習得のための学習手順を大切にし，基本的な概念や原理，法則について理解

を深めることができるようにする。 

③ 学習内容の精選，重点化を図り，効率的に学習を進めることができるようにする。 

④ 論理的な把握の背景にある数学的な感覚を大切にし，事象を数学的に考察し表現できるようにする。 

⑤ 数学が，身のまわりの問題を解決するための道具として有効に働く場面を提示し，数学の有用性や

よさを感得できるようにする。 

 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

１章 場合の数と確率 ・レストランのメニューを題材にした数学的な学習活動を通

して，身近なものから数学への関心を高め，真理を求め続

ける態度を養い，幅広い知識が獲得できるように配慮しま

した。（第 1 号） 

・日常生活の中で数学的な考え方が用いられている事例を通

して自主・自律の精神を養うとともに，社会において数学

の果たしている役割をとらえられるように配慮しました。

（第 2 号） 

p.8 

 

 

 

p.12，31，33 
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

２章 図形の性質 ・平らでない地面に三脚が立つ条件を考察する過程で，より

一般的に成り立つ条件を探究的に考察する学習などを通し

て，真理を求める態度を養うことができるようにしました。

（第 1 号） 

ｐ.71 

３章 数学と人間の活動 ・古代エジプトの数字や漢数字を取り上げ，伝統と文化を尊

重し，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する

態度を養えるように配慮しました。（第 3 号） 

・身近な日常現象と数学との関連を取り上げ，環境保全や自

然に対して関心が高められるよう配慮しました。（第 4 号） 

・魔方陣，ハノイの塔，目付字など伝統的な遊びを取り上げ，

自ら進んで考えることによって，伝統や文化を尊重すると

ともに，進んで問題の解決に数学を利用する態度を養うよ

うに配慮しました。（第 2 号，第 5 号） 

ｐ.78，79 

 

 

p.96 

 

ｐ.98，99，102，

103，106 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・ 小学校および中学校での学習内容とのつながりに配慮し，必要に応じて単元の最初に中学校の学習

内容を振り返るページを設けました。（学校教育法第 51 条 1 号） 

→ p.40～47，50～51，58～61，86～87 など 

・ 数学の果たしてきた役割や古代より用いられていた計算法，単位などを紹介することにより，一般

的な教養を高めることに加え，専門的な知識，技術および技能の習得ができるように配慮しまし

た。（学校教育法第 51 条 2 号） 

→ p.78～79，94，106～107 など 

・ 学習内容を基に，日常生活や一般社会の中での課題解決について考えさせるなど，幅広い視野を養

い，持続可能な社会づくりの担い手を育むように配慮しました。（学校教育法第 51 条 3 号） 

→ p.12，18，24，31，33，97 など 

・ ユニバーサルデザインに取り組みました。 

具体的には，本文書体や見出しの書体などに，見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザイン 

フォントを使用し，視認性を高めました。 

また，色覚問題の専門家の校閲を受け，全ページにわたって配色やデザインを検証し，カラーユニ

バーサルデザインに対応しました。 
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別紙様式第５－２号 
                                                   （日本産業規格Ａ列４番） 

編 修 趣 意 書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
 
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-25 高等学校 数学 数学A  

※発行者の番
号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

2 東書 
数A 002-905 
数A 002-906 

改訂版 新数学A 

改訂版 新数学A 解答編 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 本教科書は，学習指導要領に示された内容を，系統的，効率的に学習できるよう配列するとともに，

生徒の発達段階にも考慮して内容を構成しました。さらに，基礎・基本を確実に身に付け，数学に興

味・関心をもち，意欲をもって学習を進められることを目指して編修しました。 

 

特色１ 基礎・基本が確実に理解できる工夫をしています 

（１）数学を不得意とする生徒でも取り組みやすくなるよう，重要かつ基本的な内容に厳選して構成

しました。 

・内容の扱いは標準単位数で余裕をも

って指導できるよう設定し，数学的

活動のほか，内容の定着，まとめな

ど，個に応じた学習ができるように

配慮しました。 

 

（２）数学Ａを学ぶのに必要な基本となる小

学校・中学校の学習内容についても取

り上げて理解の確認・定着を図り，高

等学校の学習にスムーズに行われるよ

うにしました。 

・1章「場合の数と確率」では，表や

図を使って場合の数を求める内容を

最初に取り上げ，計算によって求め

る方法へとつなげるようにしました。 

・2章「図形の性質」では，最初に平

面図形の基礎として直線や角，合同

・相似，作図の内容を取り上げ，図

形の性質を考察する上での基礎的事

項の確認・定着が図れるようにしま

した。 

 

個数の考え方（p.8）
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（３）基本的な例，例題，問を充実させました。 

・例や例題は基本的な内容に限定し，問は例や例題と同程度の問題を充実させて，基礎・基本

が確実に理解できるようにしました。 

・例や例題には○！や「考え方」を設けて，問題を考えるときの指針を示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・例・例題や別冊「解答編」では，計算や証明などの途中の式をなるべく省略しないなど，解

答の記述を詳しく丁寧にしました。 

 

（４）側注の「用語」 では，本文に埋もれがちな用語の定義を取り出して

掲載し，用語の意味の理解が図れるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

（５）「＋解説」では，補足説明のほか，既習の

用語や数学独特の表現などについて説明を

加えました。 

 

 

 

（６）「索引」は，検索の効率を高めるため，最終ページに置きました。また，本文中の太字だけで

はなく，「＋解説」で説明を加えた用語も掲載するようにしました。 

 

特色２ 数学への興味・関心を高め，学ぶことのよさや目的が感じられるようにしています。 

（１）各項の最初に「ねらい」を入れ，学習することの概要が把握できるようにしました。 

 

 

 

 

 

数の計算（p.4） 

例題の考え方（p.20）

＋解説（p.70）＋解説（p.23）

用語（p.22）

ねらい（p.4）
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（２）「？（考えてみよう）」を必要に応じて入れ，自ら考えることを通して学習のきっかけを与え，

学ぶことのよさを感じられるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）別冊「解答編」では，１章からの全問題の解答を掲載しました。 

 

特色３ 学習内容が理解しやすくなる工夫をしています。 

（１）数学が不得意な生徒でも取り組みやすくなるように，構成や取り扱いに配慮しました。 

[１章 場合の数と確率 ] 

・題材の場面を写真や挿絵で示し，生徒が具体的なイメージをもって学習に取り組むことがで

きるようにしました。（p.10，12，15，17，18，22，24，27，30，31，33，35，37） 

・１節「場合の数」の１項「集合」では，集合に関する基本的な事項をまとめ，数学Ⅰで学習

済みの場合は簡単な復習ができるように，未学習の場合は数学Ａの学習に必要な程度の知識

が得られるようにしました。（p.4～5） 

・各節の学習の前に，小学校や中学校で学習した内容に触れ，高等学校の学習にスムーズに進

めるようにしました。（p.8～9，24） 

[２章 図形の性質 ] 

・１節に「平面図形の基礎」を置いたり，各節を，中学校において図形に関して学習してきた

ことを振り返ることから始めたりするなどして，高等学校で学習する内容に取り組みやすく

なるようにしました。（p.40～47，50～51，58，60～61） 

・「作図」では，作図の方法がわかりやすくなるよう，手順を段階的に示した図を多く掲載し

ました。（p.46～47） 

・３節「円の性質」では，最初に接線を取り上げることによって，その後の「円周角の定理」

→「円に内接する四角形」→「接線と弦のつくる角」が連続して関連付けて扱えるようにし

ました。（p.58～65） 

・多面体については，5種類の正多面体の頂点，辺，面の数の間にある関係を表に整理すること

によって発見させ，それと関連させてオイラーの多面体定理を紹介する構成としました。

（p.75） 

 [３章 数学と人間の活動] 

・数学の起源にかかわる人間の活動として，「数える・位置を示す（１節）」，「測る・量る

・計る（３節）」，「遊ぶ・説明する（４節）」を取り上げ，数学をより身近なものとして

感じ取り，数学に対する興味・関心が高められるようにしました。 

・２節「数のつくりを調べる」では，これまでに学習してきた倍数や約数などについて，かけ

算の形に表して考察することを通して，数の見方を捉え直すことができるようにしました。 

 

？（考えてみよう）（p.51）
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・３節「はかる」では，単位の仕組みやうるう年の仕組みなど，身近なものに数学がいかされ

ていることを知ることができるようにしました。（p.92，94，95，97） 

・４節「数学で遊ぶ」では，いろいろなパズルや和算の問題を取り上げ，数学と文化の関わり

について理解し，またそれらの解決を通して，数学を活用して考えることのよさが味わえる

ようにしました。（p.98～108） 

 

特色４ ユニバーサルデザインに配慮し，見やすさ，わかりやすさを追求しています 

・本文は，視認性のよいユニバーサルデザイン書体を使用しました。 

・本文は「です・ます」調とし，また，読みやすいように文節の区切りで改行したり，すべて

の漢字にルビを振ったり，読むことへの抵抗を少なくし，数学の内容の理解に集中できるよ

うにしました。 

・図版等の配色においては，カラーバリアフリーに配慮しました。 

・数式部分は，大きめの書体を使用しました。 

 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数 

１章 場合の数と確率 (2) 場合の数と確率 p.3-38 35 

１節 場合の数 ア(ｱ), (ｲ)，イ(ｱ)   

 ２節 確率 ア(ｳ),(ｴ),(ｵ)，イ(ｲ), (ｳ)， 
［内容の取扱い］(2)   

２章 図形の性質 (1) 図形の性質 p.39-76 35 

１節 平面図形の基礎 ア(ｱ)，イ(ｲ)    

２節 三角形の性質 ア(ｱ)，イ(ｱ) ,(ｲ)   

３節 円の性質 ア(ｲ)，イ(ｱ) ,(ｲ)   

４節 空間図形 ア(ｳ)，イ(ｱ) ,(ｲ)   

３章 数学と人間の活動 (3) 数学と人間の活動，［内容の取扱い］(3) p.77-109 35 

１節 数や位置を表す ア(ｱ)，［内容の取扱い］(4)   

２節 数のつくりを調べる ア(ｱ)，［内容の取扱い］(4)   

３節 はかる ア(ｱ)   

４節 数学で遊ぶ ア(ｲ)，イ(ｱ) ,(ｲ)，［内容の取扱い］(4)   

  計 105 

 

 

 

 

 


